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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】浴槽アダプタの取付位置等に影響されることな
く、微細気泡の拡散性を十分に確保し、微細気泡を浴槽
全体に安定的に拡散させる。
【解決手段】浴槽５０の壁面部５０Ａには、貯湯式給湯
機の浴槽水循環回路５１と浴槽５０とを接続する浴槽ア
ダプタ９０を設ける。浴槽アダプタ９０は、浴槽５０内
の湯水を給湯機側に循環させるための吸込口９６と、温
浴ジェットから流出した微細気泡入りの湯水を浴槽５０
内に吐出する複数個の吐出口９８とを備える。これによ
り、浴槽５０内には、複数個の吐出口９８からそれぞれ
異なる方向に向けて微細気泡入りの湯水を吐出すること
ができ、浴槽アダプタ５０の取付位置等に影響されるこ
となく、温浴エジェクタから発生する微細気泡を浴槽全
体に安定的に拡散させることができる。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　浴槽の壁面部に設置されるアダプタ本体と、
　前記浴槽の外部となる位置で前記アダプタ本体に設けられ、湯水に気泡を混入させる温
浴エジェクタの流出側に接続される戻り通路と、
　前記アダプタ本体に設けられて前記浴槽内にそれぞれ開口し、前記温浴エジェクタから
前記戻り通路に流入した湯水を前記浴槽内に吐出する複数個の吐出口と、
　を備えた浴槽アダプタ。
【請求項２】
　前記複数個の吐出口は水平方向に並べて配置してなる請求項１に記載の浴槽アダプタ。
【請求項３】
　前記複数個の吐出口は水平方向に並べて配置し、前記浴槽の壁面部から離れる方向であ
る前方向に湯水を吐出する構成としてなる請求項１に記載の浴槽アダプタ。
【請求項４】
　前記複数個の吐出口は水平方向に並べて配置し、前記浴槽の壁面部から離れる方向であ
る前方向の斜め下向きに湯水を吐出する構成としてなる請求項１に記載の浴槽アダプタ。
【請求項５】
　前記複数個の吐出口は、湯水の吐出方向が互いに拡開するようにそれぞれ異なる方向に
湯水を吐出する構成としてなる請求項１乃至４のうち何れか１項に記載の浴槽アダプタ。
【請求項６】
　前記戻り通路に流入した湯水の流れが前記複数個の吐出口に向けて分岐する前に当該湯
水の流れと衝突し、当該湯水中の気泡を微細化する気泡微細化部を設けてなる請求項１乃
至５のうち何れか１項に記載の浴槽アダプタ。
【請求項７】
　前記気泡微細化部は、前記戻り通路に流入する湯水の流れと垂直な方向に延在した棒材
により構成してなる請求項６に記載の浴槽アダプタ。
【請求項８】
　前記棒材は、前記戻り通路に流入する湯水の流路の中心位置を通って水平方向に延在す
る構成としてなる請求項７に記載の浴槽アダプタ。
【請求項９】
　請求項１乃至８の何れか１項に記載の浴槽アダプタと、
　前記浴槽アダプタを介して前記浴槽に接続され、前記浴槽に貯留された浴槽水を外部に
循環させる浴槽水循環回路と、
　前記浴槽水循環回路を流れる浴槽水を加熱する加熱手段と、
　前記浴槽アダプタの上流側で前記浴槽水循環回路に設けられ、前記浴槽アダプタを介し
て前記浴槽に戻される浴槽水に気泡を混入させる温浴エジェクタと、
　を備えた給湯機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、微細気泡が混入した湯水を浴槽に流入させる浴槽アダプタ及びこれを用いた
給湯機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来技術として、例えば特許文献１に記載されているように、浴槽に供給される温水中
に微細気泡を噴出する気泡噴出装置が知られている。従来技術の気泡噴出装置は、浴槽内
に面して開口する噴出ノズルを備えており、この噴出ノズルから温水と微細気泡とを浴槽
内に向けて噴出する。
【先行技術文献】
【特許文献】



(3) JP 2014-18461 A 2014.2.3

10

20

30

40

50

【０００３】
【特許文献１】特開２００５－２３００４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述した従来技術では、噴出ノズルが浴槽内の一定方向に向けてセットされているので
、微細気泡を浴槽全体に拡散させるのが困難であり、入浴者の全身に微細気泡を付着させ
ることができない。このため、従来技術では、入浴者に微細気泡を付着させて血流量を増
加させる効果（いわゆる温浴効果）を十分に発揮することができないという問題がある。
【０００５】
　また、従来技術では、浴槽に対する気泡噴出装置の取付位置が状況に応じて異なる場合
がある。具体例を挙げると、気泡噴出装置は、略矩形状をなす浴槽の長辺側に取付けられ
たり、短辺側に取付けられることがある。このため、上述のように噴出ノズルが一定方向
に向けてセットされた状態では、浴槽全体に対する微細気泡の拡散性が気泡噴出装置の取
付位置に大きく依存することになり、取付位置に応じて微細気泡の拡散性（温浴効果の度
合い）にばらつきが生じるという問題もある。
【０００６】
　本発明は、上述のような課題を解決するためになされたもので、取付位置等に影響され
ることなく、微細気泡の拡散性を十分に確保することができ、微細気泡を浴槽全体に安定
的に拡散させることが可能な浴槽アダプタ及びこれを用いた給湯機を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る浴槽アダプタは、浴槽の壁面部に設置されるアダプタ本体と、浴槽の外部
となる位置でアダプタ本体に設けられ、湯水に気泡を混入させる温浴エジェクタの流出側
に接続される戻り通路と、アダプタ本体に設けられて浴槽内にそれぞれ開口し、温浴エジ
ェクタから戻り通路に流入した湯水を浴槽内に吐出する複数個の吐出口と、を備える。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、浴槽内では、浴槽アダプタの複数個の吐出口からそれぞれ異なる方向
に向けて微細気泡入りの湯水を吐出することができる。これにより、浴槽内における浴槽
アダプタの取付位置等に影響されることなく、温浴エジェクタから発生する微細気泡を浴
槽全体に安定的に拡散させることができる。従って、温浴エジェクタの性能を安定的に発
揮させ、高い温浴効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施の形態１による浴槽アダプタが適用される貯湯式給湯機を示す全体
構成図である。
【図２】湯張り運転を示す回路構成図である。
【図３】浴槽水循環運転を示す回路構成図である。
【図４】図１中の温浴エジェクタを中心軸線を含む平面で破断して示す縦断面図である。
【図５】図１中の浴槽アダプタを中心軸線を含む垂直面で破断して示す縦断面図である。
【図６】浴槽アダプタを中心軸線を含む水平面で破断して示す縦断面図である。
【図７】浴槽アダプタをカバーを外した状態で図５中の左側からみた正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
実施の形態１．
　以下、図１乃至図７を参照して、本発明の実施の形態１について説明する。なお、本明
細書で使用する各図においては、共通する要素に同一の符号を付し、重複する説明を省略
するものとする。図１は、本発明の実施の形態１による浴槽アダプタが適用される貯湯式
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給湯機を示す全体構成図である。この図に示すように、本実施形態の貯湯式給湯機１は、
貯湯タンクユニット２、ヒートポンプユニット６０、後述の温浴エジェクタ８０、浴槽ア
ダプタ９０等を備えている。
【００１１】
　貯湯タンクユニット２とヒートポンプユニット６０とは、ヒートポンプ入口配管４１と
、ヒートポンプ出口配管４２とを介して接続されている。貯湯タンクユニット２には、制
御部７０が内蔵されている。貯湯タンクユニット２およびヒートポンプユニット６０が備
える各種の弁類、ポンプ類等の作動は、これらの機器と電気的に接続された制御部７０に
より制御される。以下、貯湯式給湯機１の各構成要素について説明する。
【００１２】
　ヒートポンプユニット６０は、貯湯タンクユニット２から取出された低温水をヒートポ
ンプサイクルにより加熱する（沸き上げる）ものである。ヒートポンプユニット６０は、
圧縮機６１、沸き上げ用熱交換器６２、膨張弁６３及び空気熱交換器６４を備えており、
これらの機器を冷媒循環配管６５により環状に接続した冷凍サイクル（ヒートポンプサイ
クル）を搭載している。沸き上げ用熱交換器６２は、冷媒循環配管６５を流れる冷媒と、
貯湯タンクユニット２から取出された低温水との間で熱交換を行うものである。ヒートポ
ンプ出口温度センサ６６は、沸き上げ用熱交換器６２から流出した高温水の温度を検出す
る温度センサであり、ヒートポンプ出口配管４２に設けられている。
【００１３】
　貯湯タンクユニット２には、以下の各種部品や配管等が搭載されている。貯湯タンク１
０は、湯水を貯留する略円筒状の密閉タンクにより構成されている。貯湯タンク１０の下
部に設けられた導入口５には、水道等の水源から水を供給する給水配管３が接続されてい
る。貯湯タンク１０の上部に設けられた第１上部口６には、貯湯タンク１０内の湯水を給
湯機の外部へ供給するための給湯配管４と、タンク上部配管４４と、風呂給湯配管３５と
が接続されている。貯湯タンク１０には、ヒートポンプユニット６０により加熱された高
温水がタンク上部から貯留されると共に、給水配管３により供給される低温水がタンク下
部から導入され、タンク内の上部と下部とで温度差が生じるように湯水が貯留される。
【００１４】
　また、貯湯タンクユニット２には、循環ポンプ２１及び利用側熱交換器２２が搭載され
ている。循環ポンプ２１は、後述のように、貯湯タンクユニット２内の各種配管に湯水を
循環させるものである。利用側熱交換器２２は、貯湯タンク１０やヒートポンプユニット
６０から供給される１次側の高温水を利用して、２次側の加熱対象水（浴槽循環水、暖房
用循環水等）を加熱するものである。本実施の形態では、利用側熱交換器２２の２次側に
接続する回路として、後述の浴槽水循環回路５１を例に挙げて説明する。
【００１５】
　次に、貯湯タンクユニット２に搭載された弁類及び配管類について説明する。貯湯タン
クユニット２は、第１の三方弁３１、第２の三方弁３２、四方弁３３、風呂給湯電磁弁３
４及び空気電磁弁３６を備えている。三方弁３１，３２は、それぞれ、湯水が流入する２
つの入口（ａポート、ｂポート）と、湯水が流出する１つの出口（ｃポート）とを有し、
ａポート及びｂポートの何れか一方から湯水が流入するように湯水の経路を切換可能に構
成されている。四方弁３３は、湯水が流入する２つの入口（ｂポート、ｃポート）と、湯
水が流出する２つの出口（ａポート、ｄポート）とを有し、３つの経路（即ち、ａ－ｂ経
路、ｂ－ｄ経路、ｃ－ｄ経路）の間で流路形態を切換可能に構成されている。
【００１６】
　風呂給湯電磁弁３４は、貯湯タンク１０の第１上部口６と浴槽水循環回路５１の戻り管
５３との間に接続された風呂給湯配管３５の途中に設けられており、貯湯タンク１０内の
高温水を浴槽５０に供給する場合に開弁するものである。空気電磁弁３６は、後述の温浴
エジェクタ８０により浴槽水に微細気泡を混入させる場合に開弁するもので、空気配管３
７を介して温浴エジェクタ８０に空気を供給する。
【００１７】
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　また、貯湯タンクユニット２は、タンク下部配管４０、ヒートポンプ入口配管４１、ヒ
ートポンプ出口配管４２、第１のタンク上部配管４３、第２のタンク上部配管４４、タン
ク戻し配管４５、利用側熱交換器１次側入口配管４６、利用側熱交換器１次側出口配管４
７、バイパス配管４８及び上部戻し配管４９を有している。個々の配管について説明する
と、まず、タンク下部配管４０は、貯湯タンク１０の第１下部口７と三方弁３２のａポー
トとを接続するもので、ヒートポンプ入口配管４１は、三方弁３２のｃポートとヒートポ
ンプユニット６０の入口側とを接続している。ヒートポンプ入口配管４１の途中には、循
環ポンプ２１が配置されている。ヒートポンプ出口配管４２は、ヒートポンプユニット６
０の出口側と四方弁３３のｃポートとを接続している。第１のタンク上部配管４３は、貯
湯タンク１０の中央部または上部に設けられた第２上部口８と三方弁３１のａポートとを
接続するもので、第２のタンク上部配管４４は、貯湯タンク１０の第１上部口６と三方弁
３１のｂポートとを接続している。タンク戻し配管４５は、貯湯タンク１０の中央部また
は下部に設けられた第２下部口９と、四方弁３３のａポートとを接続している。また、利
用側熱交換器１次側入口配管４６は、三方弁３１のｃポートと利用側熱交換器２２の１次
側入口とを接続するもので、利用側熱交換器１次側出口配管４７は、利用側熱交換器２２
の１次側出口と三方弁３２のｂポートとを接続している。さらに、バイパス配管４８は、
ヒートポンプ入口配管４１のうち循環ポンプ２１よりも下流側の部位と、四方弁３３のｂ
ポートとを接続するもので、上部戻し配管４９は、四方弁３３のｄポートとタンク上部配
管４４の途中とを接続するものである。
【００１８】
　次に、貯湯式給湯機１に接続された浴槽５０側の回路について説明する。浴槽５０には
、浴槽水循環回路５１、風呂循環ポンプ５４及び浴槽出口側温度センサ５５と、後述の温
浴エジェクタ８０及び浴槽アダプタ９０とが付設されている。浴槽水循環回路５１は、浴
槽５０に貯留された浴槽水を外部の利用側熱交換器２２に循環させるものである。浴槽水
循環回路５１は、浴槽５０から利用側熱交換器２２の２次側入口に浴槽水を流入させる行
き管５２と、利用側熱交換器２２の２次側出口から流出した浴槽水を浴槽５０に戻す戻り
管５３とを備えている。なお、利用側熱交換器２２は、浴槽水循環回路５１を流れる浴槽
水を加熱する加熱手段を構成している。
【００１９】
　風呂循環ポンプ５４は、浴槽水循環回路５１に浴槽水を循環させるもので、例えば行き
管５２に設けられている。浴槽出口側温度センサ５５は、浴槽５０の出口側で浴槽水の温
度を検出するセンサである。温浴エジェクタ８０は、浴槽アダプタ９０を介して浴槽５０
に戻される浴槽水に気泡を混入させるもので、戻り管５３に設けられている。浴槽アダプ
タ９０は、浴槽水循環回路５１（行き管５２及び戻り管５３）を浴槽５０に接続するもの
で、温浴エジェクタ８０の下流側（流出側）に配置され、例えば浴槽５０の壁面部に設置
されている。なお、温浴エジェクタ８０及び浴槽アダプタ９０の構成については、図４以
降を参照して後述する。
【００２０】
　次に、図２及び図３を参照して、貯湯式給湯機の運転のうち浴槽に関係する基本的な運
転について説明する。図２は、湯張り運転を示す回路構成図であり、図３は、浴槽水循環
運転を示す回路構成図である。まず、湯張り運転について説明すると、この運転では、図
２に示すように、風呂給湯電磁弁３４を開弁し、貯湯タンク１０の上部に貯留された高温
水を浴槽水循環回路５１に流入させる。これにより、浴槽５０に高温水を張ることができ
る。
【００２１】
　一方、浴槽水循環運転は、例えば浴槽中に気泡を発生させた状態で入浴する場合等に用
いられるものである。浴槽水循環運転では、図３に示すように、風呂循環ポンプ５４を作
動させることにより、浴槽５０と浴槽水循環回路５１との間で浴槽水を循環させる。そし
て、空気電磁弁３６を開弁することにより、空気配管３７を介して温浴エジェクタ８０に
空気を導入する。これにより、温浴エジェクタ８０から微細気泡が発生し、この微細気泡
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が混入した浴槽水は、浴槽アダプタ９０を介して浴槽５０内に供給される。
【００２２】
　次に、図４を参照して、温浴エジェクタ８０の構成について説明する。図４は、図１中
の温浴エジェクタを中心軸線を含む平面で破断して示す縦断面図である。この図に示すよ
うに、温浴エジェクタ８０は、円筒状に形成されて軸方向の両側が開口したハウジング８
１と、ハウジング８１内に最縮径部として形成された環状の縮径部８２と、縮径部８２に
対応する位置でハウジング８１の内外に開口する空気導入口８３とを備えている。
【００２３】
　ハウジング８１は、例えば図１に示す浴槽水循環回路５１の戻り管５３の途中に接続さ
れている。ハウジング８１の内壁面は、上流側から縮径部８２に向けて略円錐状に縮径し
、縮径部８２から下流側に向けて略円錐状に拡径している。なお、ハウジング８１と縮径
部８２とは一体形成してもよいし、別個の部品を組合わせて形成してもよい。空気導入口
８３には、図１に示す空気配管３７が接続されている。
【００２４】
　浴槽水循環運転の実行時には、風呂循環ポンプ５４が作動することにより、浴槽水が浴
槽水循環回路５１を循環し、ハウジング８１の内部に水流が形成される。このとき、縮径
部８２の位置では、水流の流速が増加することにより負圧が発生するので、空気電磁弁３
６を開弁すると、空気配管３７を介してハウジング８１の内部に空気が吸引される。吸引
された空気は、直径１００μm程度の微細気泡となり、温浴エジェクタ８０から浴槽アダ
プタ９０を通過して浴槽５０内に吐出される。
【００２５】
　次に、図５乃至図７を参照して、浴槽アダプタ９０の構成について説明する。図５は、
図１中の浴槽アダプタを中心軸線を含む垂直面で破断して示す縦断面図であり、図６は、
浴槽アダプタを中心軸線を含む水平面で破断して示す縦断面図である。図７は、浴槽アダ
プタをカバーを外した状態で図５中の左側からみた正面図である。浴槽アダプタ９０は、
図５及び図６に示すように、例えば浴槽５０の壁面部５０Ａに設置され、浴槽５０と浴槽
水循環回路５１とを接続するものである。浴槽アダプタ９０は、アダプタ本体９１、行き
通路９４、戻り通路９５、吸込口９６、吐出ノズル９７、吐出口９８、気泡微細化棒９９
、カバー１００等を備えている。
【００２６】
　アダプタ本体９１は、浴槽５０の外部（壁面部５０Ａの背面側）に設置される浴槽金具
９２と、浴槽５０内に面して配置される略円板状の仕切板９３とを備えている。浴槽金具
９２には、図６に示すように、浴槽水循環回路５１の行き管５２に接続される行き通路９
４と、戻り管５３に接続される戻り通路９５とが設けられている。仕切板９３には、図６
及び図７に示すように、浴槽５０内の湯水を行き通路９４に吸込む例えば２個の吸込口９
６と、温浴エジェクタ８０から戻り通路９５に流入した微細気泡入りの湯水を浴槽５０内
に吐出する例えば２個の吐出ノズル９７と、各吐出ノズル９７の先端部にそれぞれ開口し
た吐出口９８とが設けられている。
【００２７】
　吸込口９６は、仕切板９３の左右方向（水平方向）の両側に離間して配置され、浴槽金
具９２内の空間を介して行き通路９４と連通している。吐出ノズル９７は、例えば先端側
が細長い円筒状に形成され、図５に示すように、仕切板９３のうち浴槽５０内に面した表
面側から前方向の斜め下向きに突出している。即ち、２個の吐出口９８は、前方向の斜め
下向きに湯水を吐出するように構成されている。なお、「前方向」とは、例えば浴槽５０
の壁面部５０Ａから離れる方向として定義される。また、２個の吐出ノズル９７は、図６
及び図７に示すように、上側からみて水平方向に並べて配置され、互いに先端側が拡開す
るように略Ｖ字状に突設されている。即ち、２個の吐出口９８は、水平方向に並んだ状態
で、湯水の吐出方向が互いに略Ｖ字状をなして拡開するように、それぞれ異なる方向に湯
水を吐出する構成となっている。
【００２８】
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　上記構成によれば、次のような作用効果を得ることができる。まず、複数個（例えば２
個）の吐出ノズル９７を設置し、各吐出ノズル９７の先端部に吐出口９８を形成したので
、複数個の吐出口９８からそれぞれ異なる方向に向けて微細気泡入りの湯水を吐出するこ
とができる。これにより、浴槽５０内における浴槽アダプタ９０の取付位置等に影響され
ることなく、温浴エジェクタ８０から発生する微細気泡を浴槽全体に安定的に拡散させる
ことができる。即ち、例えば矩形状をなす浴槽５０の長辺側と短辺側の何れに浴槽アダプ
タ９０を取付けた場合でも、微細気泡の拡散性をほぼ同等に確保することができ、温浴エ
ジェクタ８０の性能を安定的に発揮させることができる。従って、入浴時に高い温浴効果
が得られる給湯機を実現することができる。
【００２９】
　また、各吐出口９８は、前方向に向けて湯水を吐出するので、特に浴槽５０の中央付近
における微細気泡の拡散性を向上させることができる。これにより、浴槽５０内での入浴
姿勢や入浴位置によらず、入浴者の全身に微細気泡を付着させることができ、この微細気
泡が破裂するときの微振動により全身の血流量を増加させて高い温浴効果を得ることがで
きる。特に、空気（気泡）は、浴槽水と比較して熱伝導率が１／３０程度と小さいので、
微細気泡を全身に付着させることにより、通常の入浴時と比較して入浴者に吸収された熱
を体内に効率よく保持することができ、温浴効果を顕著に発揮することができる。
【００３０】
　また、各吐出ノズル９７は、互いに先端側が拡開するように略Ｖ字状に突設されている
ので、各吐出口９８は、湯水の吐出方向が互いに略Ｖ字状をなして拡開するように、それ
ぞれ異なる方向に湯水を吐出させることができる。これにより、浴槽５０内の広い範囲に
微細気泡を効率よく吐出し、微細気泡の拡散性を更に向上させることができる。
【００３１】
　また、例えば各吐出口の開口位置が上下方向（鉛直方向）にずれている場合には、微細
気泡が浮力により上側の吐出口から偏って吐出されるので、複数の吐出口から微細気泡を
均等に吐出することができない。これに対し、本実施の形態では、各吐出口９８を水平方
向に並べて配置しているので、これらの吐出口９８から微細気泡を均等に吐出することが
でき、浴槽５０内の一部に微細気泡が偏って吐出されるのを防止することができる。
【００３２】
　また、各吐出口９８は、水平方向に対して斜め下向きに湯水を吐出する構成としたので
、追焚き運転を実行する場合には、次のような作用効果を得ることができる。なお、追焚
き運転とは、浴槽５０内の浴槽水を浴槽水循環回路５１に循環させつつ、貯湯タンク１０
の上部に貯留された高温水やヒートポンプユニット６０により加熱した高温水を利用側熱
交換器２２の１次側に流通させ、浴槽水を加熱（追焚き）するものである。追焚き運転時
には、浴槽アダプタから熱水を水平方向に吐出させると、この熱水が浴槽５０の底部側に
到達せず、浴槽水に温度境界層が生じる虞れがある。これに対し、本実施の形態では、追
焚き運転時等において、各吐出口９８から斜め下向きに熱水を吐出させるので、この熱水
を浴槽５０の底面部に到達させて浴槽水を攪拌することができ、浴槽全体の湯水を均等に
加熱することができる。
【００３３】
　次に、気泡微細化棒９９の構成について説明する。気泡微細化棒９９は、戻り通路９５
に流入した湯水の流れが各吐出ノズル９７に分岐する前に当該湯水の流れと衝突し、当該
湯水中の気泡を微細化するものである。気泡微細化棒９９は、図５及び図６に示すように
、例えば三角形の横断面形状を有する棒材により形成され、戻り通路９５の分岐上流部９
５Ａに配置されると共に、長さ方向の両側が仕切板９３に固定されている。ここで、分岐
上流部９５Ａは、戻り通路９５の下流端から各吐出ノズル９７が分岐する分岐部よりも上
流側に位置する部位、即ち、戻り通路９５に流入した湯水の流れが各吐出ノズル９７に分
岐する前に到達する部位に相当している。
【００３４】
　また、気泡微細化棒９９は、分岐上流部９５Ａにおいて、湯水の流れを横切るように当



(8) JP 2014-18461 A 2014.2.3

10

20

30

40

50

該流れ方向と垂直な方向に延在している。より詳しく述べると、気泡微細化棒９９は、分
岐上流部９５Ａにおいて略円形状をなす湯水の流路の中心位置を通って水平方向に延在し
ており、前記湯水の流路は、気泡微細化棒９９を挟んで上側と下側に位置する２つの流路
に分割されている。さらに、気泡微細化棒９９は、横断面形状をなす三角形の一辺が湯水
の流れに対して垂直となり、かつ、この一辺と対向する頂点が下流側を向くように配置さ
れている。
【００３５】
　上記構成によれば、戻り通路９５に流入した湯水の流れを気泡微細化棒９９と衝突させ
ることができるので、この衝突により湯水中の微細気泡を更に微細化することができ、温
浴効果を向上させることができる。しかも、気泡微細化棒９９は、湯水の流れが各吐出ノ
ズル９７に分岐する前に、当該湯水の流れと垂直に衝突しつつ、当該湯水の流れを中心位
置から上下に分岐させることができる。これにより、気泡の微細化を効率よく実行できる
と共に、分岐上流部９５Ａにおける湯水の流れを攪拌し、各吐出ノズル９７に流入する湯
水（微細気泡）の流量を均等化することができる。具体例を挙げると、気泡微細化棒９９
の使用時には、これを使用しない場合と比較して、各吐出ノズル９７間における流量の偏
りを１／１０程度に抑制することができる。従って、気泡微細化棒９９を用いることによ
り、複数個の吐出口９８から微細気泡を均等に吐出することができる。
【００３６】
　一方、図５及び図６に示すカバー１００は、吸込口９６及び各吐出ノズル９７を覆う位
置で仕切板９３に取付けられるもので、扁平な有蓋円筒状に形成されている。カバー１０
０には、浴槽水の通過を許す複数の孔、スリット等が設けられている。各吐出ノズル９７
は、吐出口９８の周囲のみを露出した状態でカバー１００内に収容されている。
【００３７】
　なお、前記実施の形態１では、それぞれ１個の吐出口９８が開口した複数個の吐出ノズ
ル９７を用いる場合を例示した。しかし、本発明では、必ずしも吐出ノズルを用いる必要
はなく、例えば仕切板９３に複数個の吐出口９８を開口させる構成としてもよい。また、
１つの吐出ノズルを仕切板９３から突出させ、この吐出ノズルに複数の吐出口９８を開口
させる構成としてもよい。
【００３８】
　また、前記実施の形態１では、気泡微細化棒９９を用いる場合を例示したが、本発明は
これに限らず、例えば網目状や多孔質状の部材を湯水の流れ中に配置したり、湯水の流路
の壁面に多数の突起を設けることにより、気泡微細化部を構成してもよい。また、前記実
施の形態１では、２個の吐出口９８を設けた場合を例示したが、本発明における吐出口の
個数は、３個以上の複数個に設定してもよい。
【符号の説明】
【００３９】
１　貯湯式給湯機
２　貯湯タンクユニット
１０　貯湯タンク
２１　循環ポンプ
２２　利用側熱交換器（加熱手段）
３４　風呂給湯電磁弁
３５　風呂給湯配管
３６　空気電磁弁
３７　空気配管
５０　浴槽
５１　浴槽循環回路
５２　行き管
５３　戻り管
５４　風呂循環ポンプ
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６０　ヒートポンプユニット
７０　制御部
８０　温浴エジェクタ
８１　ハウジング
８２　縮径部
８３　空気導入口
９０　浴槽アダプタ
９１　アダプタ本体
９２　浴槽金具
９３　仕切板
９４　行き通路
９５　戻り側路
９５Ａ　分岐上流部
９６　吸込口
９７　吐出ノズル
９８　吐出口
９９　気泡微細化棒（気泡微細化部）
１００　カバー

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】
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